
枝番号

26 分野
政策
番号

施策
番号

事業
コード

(1)

(2)

（3）

活動指標名（式）

(1) (1)

(2) (2)

件

件

戸

ha

千円

（内）投資的経費等　 　⑥ 千円

　　（内）委託費　　　　　⑦ 千円

人 1.04 0.00 0.75 0.00 0.82 0.00 0.75 0.00

 常勤職員分(超勤分含む)  ⑨ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑩ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　 ⑬ 千円

  国・都等からの支出金⑭ 千円

特定財源計⑬+⑭        　⑮ 千円

差引：一般財源⑪-⑮　⑯ 千円

％

単位

人

件

人

農業委員会総会開催（年１２回）、農業・農地等に関する
諸証明の発行及び農地・農業生産・経営等に関する調
査指導

47

昨年度
整理番号

152

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区民生活部　産業経済課 コード

農業者・農業団体及び農業委員会

事業の種類

対象

農業祭等分担金

（役務費など　　　　　　　　　　　　　　　　　）

委員費用弁償・行政視察

農業委員会の運営 20年度予算コード 001

上位施策名 新しい都市農業の推進

都市農業係

No

その他

内　　　容

農業委員報酬

一般需用費

183,109

16,846

0

整理番号

連絡先
電話番号

単位あたりコスト(⑪-⑥)÷① 　⑫

　職員数 (常勤｜非常勤)　 　⑧

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　 受益者負担比率⑬÷⑪　　⑰

財
源

　　総事業費⑤+⑨+⑩         ⑪

区分

指
標

平成20年度　杉並区事務事業評価表

事業開始年度 年度

3083

評価対象事務事業名

担当部課名

120

係名

92

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

単位
実績

18年度

051804

183

目標値に対
する19年度
の達成率％

19年度

計画 実績

目標値20年度
計画

92

0.0

19年度の主な取組み

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

574

7,424

574

人
件
費

16,272

0

0

9,422

0

13,974

0.0

618

0

0

7,495

0

618

0

15,902

574

16,476

574

6,855

0

176,886

0

183

54

179

54

79

378

15,414

0.0

350 350

9,621

52

6,479

0.0

13,356

0

14

特記事項
（指標、事業費等の
  変化の理由など）

事業費（千円）

0

179,087

4,536

618

9,177

0

0

350

179

52

427

254

685

5773

14

規模

諸証明の承認・発行件数 （代）農家戸数

農業委員活動記録カード作成件数 （代）農地面積

22年度

70

事
務
事
業
の
概
要

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

農業者・農業団体を援助し、農業の振興を図り、農地の保全と農
業経営の向上を図る。

杉並区農業委員会の選挙による委員の定数条例

農業委員会等に関する法律

事業の目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

根拠法令等

農地法

成果指標名（式）　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

6,855

0

16,032

229,029

0

618

個人 世帯 団体 その他

実施計画事業

新規 一部新規

臨時・単年度 内部管理

昭和 平成 実施計画事業

行革計画事業 協働計画事業



平成20年度　杉並区事務事業評価表 整理
番号 120 枝番号  

成果： コスト：

（1）21年度予算見積の方向性2
1
年
度
方
針

（2）理　由

区内の農業の現状と将来予測を把握したうえで、より効率的な委員会運営のあり方を検討する。

19年度予算執行状況
（節減努力・未達理由等）

（3）受益者負担の見直し余地は

活動指標（1）の
19年度達成率％

85.9

理由または具体的内容：直接的な受益者に該当しない。

（4）コストを下げる余地はあるか 理由または具体的内容：農業委員会の運営そのものが事業目的であり
法令及び条例による委員会構成に応じた義務的経費の支出であるた
め、その余地はない。

実績に基づき、平成２０年度の行政視察費については予算額を半減させた。

行政視察における交通手段を、公共交通機関から区庁有車に変更したことにより、歳出額が
減少した。

事
業
環
境
の
変
化

67.3

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

　区内の農業は、新鮮で安全安心な野菜や果実、また草花や植木などを供給するほか、みどりの空間
として自然とのふれあいや子どもたちの環境教育の場を提供し、また適切な農地管理を行うことで、災
害時にはオープンスペースとしても区民の生活にとって重要な役割を担っている。

前年度の改革案の取り組み状況
（20年度予算を削減または増額してい
る場合、関連する新規事業がある場
合にはその概要も明記）

　　　　　　　　　　　農地面積　/　農家戸数
平成 元年４月　　８９．７０ｈａ　/　　３７７戸
平成２０年４月　　５２．３０ｈａ　/　　１７９戸

（2)①現在の事業費で成果を向上させることができるか 理由または具体的内容：

　今後も農地・農家戸数の減少が進むことが予測されるが、新鮮で安全安心な農作物に対す
る需要やみどりの保全の必要性はますます高まるものと考えられる。

（1）施策への貢献度は大きいか 理由：農業委員会の運営を通じて農業振興事業に積極的に関わること
で、都市農業の推進を図ることができる。

(2)協働等の相手

(3)協働等の形態

 協働等の今後のあり方：

（1）改革案の概要（いつまでに、どういうかたちに）　※事業のあり方点検欄を踏まえて記入

　新鮮で安全安心な野菜などの供給やみどりの空間として、自然とのふれあいや子どもたちの環境教育の場、また災害時
にはオープンスペースとして住民と共存できる都市農地の保全に努める。

今
後
の
事
業
の
あ
り
方

（
中
長
期

）

（2）改革案を実施するにあたっての阻害要因と克服方法

　他区（当区を除く農業委員会設置６区）の状況の把握と連携が必要である。

事
業
の
あ
り
方
点
検

　 ②成果向上のための方策 理由または具体的内容：法令に基づく所管事項を執行するだけでな
く、都市農業振興策についても調査、研究し、今後の区における農業
のあり方をまとめる。

協働等による成果と課題（実現していない場合は具体的理由と今後の
方策）

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

活動指標（2）の
19年度達成率％

108.0 19年度予算
執行率％

貢献度　大（理由→）

ある程度できる（②↓）

ない（理由→）

ない（理由→）

その他（具体的内容→）

実現していない（実現は困難）（具体的内容→）

増 現状維持 減

実施継続 推進 行政直轄

増 現状維持 減

大幅増 増 増減なし 減 大幅減 予算なし



枝番号

26 分野 Ⅲ
政策
番号 3

施策
番号 1

事業
コード 1

(1)

(2)

（3）

活動指標名（式）

(1) (1)

(2) (2)

人

件

人

人

千円

（内）投資的経費等　 　⑥ 千円

　　（内）委託費　　　　　⑦ 千円

人 2.27 1.45 1.86 0.50 1.45 0.60

 常勤職員分(超勤分含む)  ⑨ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑩ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　 ⑬ 千円

  国・都等からの支出金⑭ 千円

特定財源計⑬+⑭        　⑮ 千円

差引：一般財源⑪-⑮　⑯ 千円

％

単位

人

団
体
団
体

回

13,253

1,662

29,469

420,986

12

5,000

事
務
事
業
の
概
要

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

（１）区内農業の振興により、生産性の高い都市農業の発展を目
指す。（２）農産物の提供や農業体験を通じ、区民の農業や農地
保全への理解を深める。

杉並区企業的農業経営集団活動事業費補助金交付要綱

ふれあい農業体験実施要領

事業の目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

根拠法令等

杉並区農業祭実施要綱

成果指標名（式）　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

規模

ふれあい農業体験参加者数 ふれあい農業体験実施によって収穫の体験ができた人数。
体験型農園整備農業者に対する運営管理費助成
件数

体験型農園運営によって農業生産を体験できた人数

77.1

22年度

70

642

7,989

1 1,000

1,4086

1

1

70

100

100.01

54

特記事項
（指標、事業費等の
  変化の理由など）

事業費（千円）

12

353,700

60

5,012

14,554

0

0

24,457

0.0

1 1

11,506

100

11,099

0.0

24,476

8

54

1

7043

100.0100100

54 77.1

100

5,000

0

19,747

12

24,759

5,000

13,253

0

546,000

0 0

1,385

17,000

0

24,202

0

0

20,566

0

29,484

0.0

5,008

0.0

19年度の主な取組み

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

5,012

3,648

0

人
件
費

051804

70

目標値に対
する19年度
の達成率％

19年度

計画 実績

目標値

70

20年度
計画

70

単位
実績

18年度

43

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

区分

指
標

平成20年度　杉並区事務事業評価表

事業開始年度 年度

3083

評価対象事務事業名

担当部課名

121

係名

整理番号

連絡先
電話番号

単位あたりコスト(⑪-⑥)÷① 　⑫

　職員数 (常勤｜非常勤)　 　⑧

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　 受益者負担比率⑬÷⑪　　⑰

財
源

　　総事業費⑤+⑨+⑩         ⑪

563,116

24,214

12

その他

内　　　容

ふれあい農業体験の実施

魅力ある都市農業育成対策事業補助金

企業的農業経営者の育成を目的とした助成

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

農業祭の支援

農業の支援・育成 20年度予算コード 2

上位施策名 新しい都市農業の推進

都市農業係

No

ふれあい農業体験や体験型農園の運営により農業体験
の場を提供する。先進的農業集団への補助や農業祭等
を実施する。草花植木野菜等の即売会を開催する。

47

昨年度
整理番号

153 154 155

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区民生活部 産業経済課 コード

一般区民、農業者、農業者団体

事業の種類

対象 個人 世帯 団体 その他

実施計画事業

新規 一部新規

臨時・単年度 内部管理

昭和 平成 実施計画事業

行革計画事業 協働計画事業



平成20年度　杉並区事務事業評価表 整理
番号 121 枝番号  

成果： コスト：

（1）21年度予算見積の方向性

活動指標（2）の
19年度達成率％

100.0 19年度予算
執行率％

事
業
の
あ
り
方
点
検

　 ②成果向上のための方策 理由または具体的内容：補助団体が持っている生産性向上の技術を
広く伝えてもらうよう施策を進めていくことが必要である。また、イベント
の内容について、より区民の興味を引くような工夫を行う。

協働等による成果と課題（実現していない場合は具体的理由と今後の
方策）
各種事業はＪＡをはじめとして農業者団体との連携なしでは行えない。
実行委員会による農業祭の実施等、いろいろな方法で協働が実現し
ている。

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

（1）改革案の概要（いつまでに、どういうかたちに）　※事業のあり方点検欄を踏まえて記入

区民に農業、農地への関心、親しみを持ってもらうことを目指し、減少しつつある農地の保全、農業振興に資する事業とし
て展開する。また先進農業者支援を行い、区内における都市型農業経営の先駆的取組みを推進する。

今
後
の
事
業
の
あ
り
方

（
中
長
期

）

（2）改革案を実施するにあたっての阻害要因と克服方法

農業者の高齢化及び営農意欲の停滞が目立つ。今後の農業経営の魅力を高めるとともに、若手後継者の活躍の場をつく
ることが必要である。

(2)協働等の相手

(3)協働等の形態

 協働等の今後のあり方：

（2)①現在の事業費で成果を向上させることができるか 理由または具体的内容：

後継者不足や土地税制の問題を背景に、農地や農業者の減少は今後も進んでいくと思われ
る。反面、農地保全の必要性と農業を身近なものとして感じる区民は増えると見込んでいる。

（1）施策への貢献度は大きいか 理由：事業の実施により農業者の営農意欲の向上と区民の区内農業
への理解が深まっている。

ＪＡとの連携によって各種事業を行っている。農業ボランティアについては需要と供給のバラ
ンスが取れていない。配置先の掘り起こしを考える必要がある。１９年度から新たに魅力ある
都市農業育成対策事業を開始し、農業経営に意欲的な農業者への支援を行った。２０年度
に、区立小中学校の給食に区内産の農産物を供給し、子どもたちに食育と区内農業への理
解を深めてもらう「地元野菜デー」を実施する。

概ね計画どおり執行したが、農業ボランティアについては、農業者側の需要が少なく、前年
度以前の登録者の配置先が確保できないため、当該年度は養成を見送った。

事
業
環
境
の
変
化

96.5

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

食料自給率の問題や景観保持、自然保護の点、都市防災の面などから農地の保全に対す
る要望が強い。また、直売所など身近な場所で新鮮で安全な農産物を手に取ることができる
利便性もあり、地産地消に対する要望はさらに強まると思われる。

前年度の改革案の取り組み状況
（20年度予算を削減または増額してい
る場合、関連する新規事業がある場
合にはその概要も明記）

開始当初から比べると農地面積、農家数とも大きく減少しており、単に産業として捉えるので
はなく、みどりの保全、災害時の避難場所、地産地消、食育などの面から考える必要がある。

理由または具体的内容：農業者の営農意欲の向上と農業に対する区
民の理解を得る事業であり、農業者や区民に負担を求めることは難し
い。

（4）コストを下げる余地はあるか 理由または具体的内容：交付金と事業運営経費であり、すでにコストの
低減化が図られている。

活動指標（1）の
19年度達成率％

77.1

（3）受益者負担の見直し余地は

2
1
年
度
方
針

（2）理　由

魅力ある都市農業育成対策事業については、事業として一定の成果を挙げた。
21年度は、その実績を検証し、22年度以降の新たな取組みを検討する。

19年度予算執行状況
（節減努力・未達理由等）

貢献度　大（理由→）

ある程度できる（②↓）

ない（理由→）

ない（理由→）

手段・方法の変更（具体的内容→）

十分に実現している（②へ↓）

社団法人・財団法人等公益団体（③へ↓）

協働［実行委員会・協議会］（具体的内容→）

増 現状維持 減

実施継続 推進 行政直轄

増 現状維持 減

大幅増 増 増減なし 減 大幅減 予算なし



枝番号

49 分野
政策
番号

施策
番号

事業
コード

(1)

(2)

（3）

活動指標名（式）

(1) (1)

(2) (2)

区画

園

ha

千円

（内）投資的経費等　 　⑥ 千円

　　（内）委託費　　　　　⑦ 千円

人 1.14 0.80 0.93 0.08 0.80 0.40

 常勤職員分(超勤分含む)  ⑨ 千円

　　　非常勤職員分 　　⑩ 千円

千円

円

　　受益者負担分　  　 ⑬ 千円

  国・都等からの支出金⑭ 千円

特定財源計⑬+⑭        　⑮ 千円

差引：一般財源⑪-⑮　⑯ 千円

％

単位

7,312

1,108

18,331

11,834

4,715

0

19年度は、区民農園数が1増1減し、開閉園工
事に伴う事業費が増加した。

事
務
事
業
の
概
要

　　　　　成果指標（1）　　　　　③

(1) 耕作地を有しない区民に農地を貸し、自然にふれあう機会を提供す
るとともに、農作業を通じて農業に対する理解を深めてもらう。
(2) 緑地を保全する。

特定農地貸付に関する農地法等の特例に関する法律

事業の目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

根拠法令等

杉並区特定農地貸付規程

成果指標名（式）　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

規模

貸出区画数 （代）緑地面積＜小数点第三位以下切捨て＞

農園数

22年度

1,549

1,002

588

7,073

1,041

12

2.34

特記事項
（指標、事業費等の
  変化の理由など）

事業費（千円）

4,715

12,648

20,013

4,715

9,911

0

7,641

13,616

25.7

12 12

34,410 29,717

31.5

28,115

4,801

1,590

12

2.72 2.34

5,523

1,293

37,007

5,376

41,722

0

7,312

10,074

11,377

22,130 20,350

222

8,500

0

11,669

7,597

0

10,328

3,911

38,439

12.5

10,324

11.3

19年度の主な取組み

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

4,715

6,717

0

人
件
費

151804

2.34

目標値に対
する19年度
の達成率％

19年度

計画 実績

目標値20年度
計画

1,549

単位
実績

18年度

1,766

　　　　　活動指標（2）　　　　　②

　　　　　成果指標（2）　　　　　④

　　　　　活動指標（1）　　　　　①

区分

指
標

平成20年度　杉並区事務事業評価表

事業開始年度 年度

3083

評価対象事務事業名

担当部課名

122

係名

整理番号

連絡先
電話番号

単位あたりコスト(⑪-⑥)÷① 　⑫

　職員数 (常勤｜非常勤)　 　⑧

　　　　　　事業費　　　　　　　　⑤

　 受益者負担比率⑬÷⑪　　⑰

財
源

　　総事業費⑤+⑨+⑩         ⑪

8,920

17,045

5,376

その他

内　　　容

工事費

建物等管理委託料

一般需用費

（備品購入費、郵便料　　　　　　　　　　　　　　　　　）

光熱水費

区民農園の維持運営 20年度予算コード 003

上位施策名 新しい都市農業の推進

都市農業係

No

1世帯につき1区画（10㎡）をおおむね2年間、利用料年間3,000円で貸付けする。
ただし、教育又は福祉を目的とする団体は無料。
1団体につき1区画（100㎡）をおおむね2年間、利用料20,000円で貸付けする（利
用状況が良好な場合、2年間に限り延長可能）。

47

昨年度
整理番号

156

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区民生活部産業経済課 コード

当選した世帯・団体、利用承認された教育又は福祉を目的と
する団体

事業の種類

対象 個人 世帯 団体 その他

実施計画事業

新規 一部新規

臨時・単年度 内部管理

昭和 平成 実施計画事業

行革計画事業 協働計画事業



平成20年度　杉並区事務事業評価表 整理
番号 122 枝番号  

成果： コスト：

（1）21年度予算見積の方向性

活動指標（2）の
19年度達成率％

100.0 19年度予算
執行率％

事
業
の
あ
り
方
点
検

　 ②成果向上のための方策 理由または具体的内容：

協働等による成果と課題（実現していない場合は具体的理由と今後の
方策）

社団法人及び民間事業者に、草刈、不耕作区画の点検、農具保存状
態の点検、樹木剪定等の作業を委託している。今後は、区民農園の運
営についても指定管理者制度や委託等を行う方向で検討していく。

協
働
等
点
検

（1）協働等は実現しているか

（1）改革案の概要（いつまでに、どういうかたちに）　※事業のあり方点検欄を踏まえて記入

除草等の作業だけでなく、区民農園の運営を含む包括的な委託等（指定管理者を含む）を行う方向で検討していく。

今
後
の
事
業
の
あ
り
方

（
中
長
期

）

（2）改革案を実施するにあたっての阻害要因と克服方法

①要員、設備、技術、資格等すべての条件を有している企業等は限られていること。
②委託等経費が高額になると予想されること。

(2)協働等の相手

(3)協働等の形態

 協働等の今後のあり方：

（2)①現在の事業費で成果を向上させることができるか 理由または具体的内容：区民農園を増やせば、区民の需要を満たすこ
とになるが、維持管理費用は増加する。

団塊世代の退職などもあり、余暇活動への需要増が見込まれること、食の安全への関心の増
大などを背景に、区民農園の利用希望者は増加すると思われる。

（1）施策への貢献度は大きいか 理由：土・緑に親しむことを希望する区民は多く、区民農園利用の需要
は多い。また、緑地保全及び防災空地の確保の観点からも施策に寄
与している。

管理委託の内容を精査し、委託料を削減した。

開閉園工事の設計差金・落札差金が約1,780千円発生した。

事
業
環
境
の
変
化

86.4

今後の予測

事業開始当初から
現在までの変化

事業に対する住民の意見
（事業に対する期待
・要望・苦情など)

市街地の中での貴重なうるおいの場・緑地として利用者などから好評を得ている。一方、不正
利用者への対応など、苦情・要望が寄せられている。また、近隣住民から、路上駐車、ごみの
投棄、園内での集団による恒常的な飲酒行為などの苦情が寄せられた。

前年度の改革案の取り組み状況
（20年度予算を削減または増額してい
る場合、関連する新規事業がある場
合にはその概要も明記）

昭和49年度に開設。平成19年4月現在、12園を運営している。

理由または具体的内容：世帯あたり年3,000円の利用料について、コス
トと受益の関係、利用モラル向上、近隣自治体の状況などを総合的に
見極めたうえで、妥当かどうか検証する必要がある。

（4）コストを下げる余地はあるか 理由または具体的内容：区民農園の果たしている公共的役割から、現
状の区経費負担は止むを得ないものと考える。

活動指標（1）の
19年度達成率％

102.6

（3）受益者負担の見直し余地は

2
1
年
度
方
針

（2）理　由

20年10月に１園増設する予定である。

19年度予算執行状況
（節減努力・未達理由等）

貢献度　中（理由→）

できない（理由→）

ある（具体的内容→）

ない（理由→）

一部実現している（②へ↓）

企業・個人事業者（③へ↓）

委託 [業務量の50%未満に相当] （具体的内容→）

増 現状維持 減

実施継続 推進 行政直轄

増 現状維持 減

大幅増 増 増減なし 減 大幅減 予算なし


